
  

作業地全域で記録的な水稲栽培 
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東部全域で記録的な水稲栽培 

 

今年は、ベスード郡、シェイワ郡、カマ郡、至る所で水稲栽培が盛大で、人々

を驚かせている。印象では全耕地の約 40～50％を占める。このように広範な水

田の出現は異例で、おそらく史上初だ。背景にはパキスタンからの輸入米価格の

高騰があると見ている。この一年、パキスタンは通貨危機を招いてルピーが著し

く下落、コメ市場に混乱があると見ている。パキスタンもこの数年ひどい水欠乏

だが、コメ生産が激減したという報告はない。 

 

もともと水稲栽培は我々の奨励するところで、狭い耕地で多くの人口を養う集

約的農業には、連作できて栄養価も高い米作が適している。また、土壌改良の上

でも、水田造成は効果があると見ている。しかし、米作は畑作の 5 倍の水を要す

る。カマ堰、カシコート堰、カチャラ堰、ミラーン堰の各流域では十分な水量が

保障されるが、マルワリード堰流域が不安を抱えている。末端までの送水が危ぶ

まれる上、地域によっては土地が過湿ぎみとなり、トウモロコシらの生産が落ち

る。また、全体の水欠乏を考えると、水の有効利用の点で、必ずしも最適とは言

えないこともある。 

 

 マルワリード用水路の実際の送水量は、毎秒 4 トンを超えたことがなく、大き

な試練に直面している。長い間には失敗と成功の経験を踏まえ、流域の村落間で

何らかのルールや合意ができると見ているが、現在はその過渡期だ。また、言葉

でそれを伝えるのは難しい。PMS としては、排水網の整備された現在、先ずは

見合うだけの送水量を確保すべく、改修計画を進める。

 

  



酷暑と乾燥再び 

マルワリード用水路、改修へ向けて準備着々 
 

日本も気候変化で大変ですが、世界中おかしくなってきています。 

アフガニスタンは昨年、全土で干ばつに脅え、冬の降雨で一時持ち直しましたが、

再び酷い暑さと少雨です。 

 

お伝えしたように、昨年秋、集中豪雨被害でマルワリード用水路が寸断され、

抜本的な改修計画が立てられていました。決して喜ばしいことではありませんが、

今や私たちの作業地一帯が東部で例外的に旱魃を免れており、避難民が逃げ込め

る数少ない地域の一つとなっています。PMS はあらためて維持補修の重要性を

認識、地域を巻き込んで計画的に事を運んでいます。 

 マルワリード堰流域を安定させること自体が他地域の範となり、作るだけでな

く維持補修も重要で、普及計画にも影響すると考えています。行政だけでなく村

落指導者たちとも会談を重ね、取水口からブディアライ村まで約 10 ㎞を当面の

標的とし、改修を通して徐々に用水路そのものの機能も改善していこうとしてい

ます。この区間が集中豪雨被害の激しかったところで、特に米作を念頭にした送

水量の改善を意図しています。 

 これまでの調査で決定された計画は以下の通りです。 

 

１．取水堰水門の拡張と堰の改修（土砂吐きの設置） 

 ２．洪水路（ワジ＝涸れ川）通過部の改修（Ｅ区 3 ㎞地点、Ｄ区 1.6 ㎞地点） 

 ３．ＦＧ区岩盤周りの用水路土手かさ上げ、Ｄ区末端水道橋かさ上げ 

 ４．取水口からブディアライまで 10 ㎞区間の再ライニング 

 ５．同区間の柳枝工の手入れ（補植と伐採）、崩れかけた土手の補修 

 ６．PMS の認めない揚水水車の全面撤去 

 ７．主幹水路からの過剰分水の制限と順番性の確立 

  

以上を、予算と相談しながら、計画的に実現する積りでおります。昨年 11 月

からはその第一弾で 1.5 ㎞までの再ライニングを実施、非常に良い結果を得てお

ります。 

 

 また、PMS 方式の普及計画に伴う動きの中で、「作りさえすれば何とかなる」

という安易な傾向も生まれやすく、次の研修の中で、維持補修の現場も組み入れ

たいと思っています。こうして長い間には、請負会社や関係団体も技術を取得し

て行くものと期待しております。 

 

 同区域はカシコート堰建設（2015 年）以来、治安情勢で殆ど立ち入れなかっ

た所です。今回、スランプールのその後などを見て、更に溢れる緑と農地の目覚

ましい拡大にずいぶんと励まされました。水田の爆発的な拡大は喜ぶべきですが、

一部では送水待ちの区域も出ています。用水路の機能も強化しながら、地区同士

の協力を粘り強く訴えていく積りでおります。 

  

2019 年 7 月 4 日 記



Ｇ岩盤（4.3～4.7 ㎞）からスランプール遠望。いつも出て来る写真ですが、これが最新です。下記の写真とほぼ同じ位置です。2019 年 7 月 3 日  

2019 年 7 月 3 日 

スランプール 

G 分水路 

シェイワ 

国道 



撮影は 2003 年 6 月 2 日、マルワリード用水路のルート確認中に撮影したもの。確か、同じく盛夏の暑い時でした。  

2003 年 6 月 2 日 

スランプール 

国道 



以下、スランプール下流域。2019 年 7 月 3 日  

マルワリード用水路 

シェイワ 

G 分水路 

シェトラウ 

カンレイ 

シェイワ取水口 



Ｆ区間（3.7～4.3 ㎞）の盛土上水路。2019 年 7 月 3 日  

カンレイ村 

マルワリード用水路 

Ｇ岩盤 



Ｇ岩盤沿いの盛土上水路。安定してはいるが、余裕高が小さい。大量送水で溢水の危険性がある。2019 年 7 月 3 日 

Ｇ岩盤 


